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報告会を開催しました！
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　自治調査会では、平成２５年度に試行的な事業として、
「学生による地域貢献活動団体助成金」（以下「助成
金」という。）事業を実施しました。これは、多摩地域で
地域貢献活動（以下「活動」という。）を行っている学生
による自主的な団体を対象に、活動経費を助成すること
で、多摩地域の課題の解決又は地域の活性化、さらに
は、次世代を担う人材の育成を目的としています。
　平成25年度は今後の制度化を検証するため、１団体
１０万円を限度に、８つの大学に所属する１９団体へ助成
しました。
　各団体とも、夏休み以降多摩地域で活発に活動を展
開しました。その集大成として、活動の紹介と学生同士の
交流を目的に、平成26年３月１０日（月）に東京自治会館
講堂にて、学生７０名、関係者１０名が参加した報告会が
実施されました。
　午前中は、報告を希望した６団体が、パワーポイントを
使い、助成金を活用して実施した活動について発表を行
いました。各団体とも、分かりやすく、丁寧に説明をして
いました。

　発表が終わった後の昼食会では、各団体の学生たち
が、７つのグループに分かれ、食事を取りながら、自己紹
介や、自分の所属している団体の活動内容等を紹介し交
流を深めていました。学生たちは、お互いを知り合えたこ
とで、和気あいあいとした昼食会となりました。

　午後は「グループ討議」で、開始前に、大道芸で活動
をしている団体のアトラクションが行われ、見ていた学生
たちから、大きな拍手を浴びていました。
　グループ討議では、多摩大学経営情報学部の中村そ
の子教授をコーディネーターに、「多摩地域の学生団体
が連携して、どのようなイベントができるか？」というテー
マで、グループ討議が行われました。学生たちはとても真
剣に、また、お互いに意見を出し合い、いったいどのような
活動をすれば連携ができるのかを、付箋やホワイトボード
を使い、最終的に模造紙にまとめ、グループごとに発表
を行いました。

　討議中の様子は、グループごとに特徴があり、椅子に
座ったまま話し合いをするグループや、ホワイトボードに
集まり立ったまま話し合いをするグループ、また床に丸く
輪になって座って話し合いをするグループもありました。
どのグループからも一生懸命さが伝わり、興味深いもの
でした。
　その後、助成金の審査をした審査委員から感想や助言
等をいただき、学生たちも最後まで熱心に話を聞いてい
ました。当日参加した学生たちも充実した１日であったと
思われます。
　今回の学生たちの報告会を、今後の助成事業について
の検討材料として参考にしたいと考えています。

▲活動報告の様子

▲グループ討議中の様子
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　このたび、自治調査会では、東京の島しょ地域９町村（大島町 • 利島村 • 新島村

• 神津島村 • 三宅村 • 御蔵島村 • 八丈町 • 青ヶ島村 • 小笠原村）の概要や見所を

紹介した、「東京島しょ地域魅力紹介ハンドブック」を作成しました。

　島しょ地域の魅力がたくさん詰まったＡ５版の情報誌です。ぜひ、ご覧いただき、

島しょ地域のファンになり、島を訪れてみてください！！

　自治調査会では平成 25 年度、「これからの博物館の役割」をテーマに、多摩・島しょ地域自

治体における博物館の現状やこれからの博物館が取り組むべき事項などを調査した報告を「自治

調査会ニュース・レター」vol.003 に掲載しました。

　また、この調査報告と併せ、多摩・島しょ地域自治体が設置した博物館（全 63 館）の情報を

掲載した『東京都多摩・島しょ地域自治体　博物館ガイド』を作成しました。これは、住民の皆

様や自治体職員の皆様により多くの多摩・島しょ地域の博物館を利用していただき、地域資源の

再発見の一助としていただきたいと考え作成したものです。

　本ガイドは、掲載博物館、各市役所・町村役場の本庁舎、各市町村の主要公共施設などで無

償配布していますので、ぜひご活用いただき、多摩・島しょ地域の博物館めぐりなどをしてみてはいかがでしょうか。

【訂正のお知らせ】以下の箇所の記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
[ 2 ページ] 絹の道資料館	 (誤)開館時間→(正)休館日、(誤)休館日→(正)開館時間
[15ページ] 昭島市郷土資料室 	 (誤)休館日→(正)開館日
[25ページ] 新選組のふるさと歴史館	 (正)設置目的�「市民の教養、学術及び文化の向上を図るとともに、郷土の貴重な財

産である新選組関連資料等を調査研究し地域文化の継承と発展に
寄与することを目的としています。」

[26ページ] 日野市立小島善太郎記念館	 (誤)休館日→(正)開館日

○各島へのアクセス
○東京島しょ地域 町村情報
・大島町　　・利島村　　・新島村
・神津島村　・三宅村　　・御蔵島村
・八丈町　　・青ヶ島村　・小笠原村
＜コラム＞�アートアイランズ TOKYO・　　　　　

国際現代美術展
＜コラム＞ TOKYO 地域特産品売店

○東京島しょ地域の楽しみ方
・島を感じる　・食べる、飲む　・海を楽しむ　
・山を楽しむ　・お湯を楽しむ

＜コラム＞東京島しょ地域　人気特産品
○本土で感じる島しょ地域
・全国の島々が集まる祭典　アイランダー
・東京愛らんどフェア
・SHOP and CAFE 東京愛らんど
・島嶼会館

○ポストカード 

配　布　自治調査会、多摩交流センター、
　　　　市町村の公共施設　ほか
発　行　公益財団法人 東京市町村自治調査会

※無料で配布します。※詳しくはお問い合わせください。
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　伊豆諸島は、本州南岸、相模灘沖の
伊豆大島から南へ約 550km にわたっ
て連なる火山島群のことをいいます。
　伊豆大島・利島・新島・式根島・
神津島・三宅島・御蔵島・八丈島・青ヶ
島や、属島、小島、付属岩礁群から

なります。全体に山がちで平地に乏し
く、伊豆大島や三宅島をはじめ噴火
活動が継続する火山も多くあります。
　気候は温暖多雨の亜熱帯性で、ツバ
キ・ツゲなどの暖帯樹林が茂っています。
　古くは伊豆に属し、近世は全島が

伊豆諸島
江戸幕府の直轄地となっていました。
隔絶された地のため、古代から近世
までは、失脚した貴人や重罪人の流
刑地とされた歴史があります。
　沿岸漁業とくさやなどの水産加工
のほか、酪農・花卉栽培が主要な産

業となっています。また、伊豆大島の
椿油・酪製品、八丈島の黄八丈など
が特産品として有名です。
　八丈島以北は大部分が富士箱根伊
豆国立公園に属し、海洋レジャーなど
の観光客が多数訪れています。

4734-002-005.indd   2-3 14/04/04   9:44

東京島しょ地域 町村情報 9
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　小笠原村は小笠原諸島に属し、南は日
本最南端の沖ノ鳥島、東は日本最東端の
南鳥島などの 30 余りの島々から成り立っ
ています。これらの多くの島のうち、一
般の人が住んでいる島は父島と母島で、
父島は、東京の都心から約 984km、母島
は約 1,033km の距離にあります。
　小笠原村（父島）の緯度は沖縄とほぼ同じで、
亜熱帯に属しており、一年を通じて温暖多
湿な気候が特徴で、年平均気温は 23℃です。
　小笠原村は、文政 13 年（1830 年）まで
は無人島で、最初に住んだ人たちは欧米
人と太平洋諸島民でしたが、安政7年（1860

年）ごろ、日本からの本格的な移民が始
まりました。太平洋戦争中は多くの島民が
強制的に島を離れることとなりました。戦
後のアメリカ合衆国統治を経て、昭和 43
年（1968 年）、23 年ぶりに日本に返還され、
島民の帰島が進みました。
　平成 23 年 6 月には、小笠原諸島が世界
自然遺産に登録され、より一層自然と共生
した村づくりが進められています。また最
近では、平成 25 年末に海底噴火によって
新島が現れ、小笠原諸島を構成する島の
一つである西之島と一体化したことがメ
ディアで紹介されています。

 小笠原村

村 の 概 要

位　置　都心から南に約 1,000km　　

【航 路】 竹芝桟橋 ー 小笠原諸島（父島）＜小笠原海運株式会社＞
 「おがさわら丸」（約 25 時間 30 分）
 父島 ー 母島＜伊豆諸島開発株式会社＞「ははじま丸」（約 2 時間 10 分）

面　積　104.41km2（周囲約 52km（父島））
人　口　2,509 人　　

Ogasawara

自然共生アイランド

アカガシラカラスバト
小笠原国有の種で、
国の指定天然記念物。
運が良ければ島内で見られる。
（→P79）

千尋岩（ハートロック）
海から見るとハート形に
見える千尋岩。
頂上からの眺めは最高。
（→P80）

アクセス ※天候や時期により、変更の場合があります。

ロース記念館
ロース岩で作られた記念館
母島の古い写真や
民具の展示がある。
（→P93）

母島

父島

小笠原
村役場 二

見
港

小笠原村

小笠原村
（平成 25 年 4 月 1日現在）

（平成 26 年 3 月確認）

4734-011-084.indd   76-77 14/04/04   9:46
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神津島
温泉保養センター
　内風呂のほかに大小の露天風
呂と展望露天風呂があり、展望
露天風呂からは海に沈む夕日も
眺めることができます。
　美しい風景を眺めながらゆっ
くりした時間を過ごしませんか。
●	営業時間　10:00～ 20:00　
●	料　　金　大人 800円、
	 　　　　　子供 400円
※露天風呂は要水着着用、レンタルなし　
●	連 絡 先　04992-8-1376

湯の浜露天温泉

　古代ローマ風の建造物で、ギリ
シャのパルテノン神殿を思わせる
オブジェが特徴の露天風呂です。
間々下海岸の近くにあり、24時間
オープンしているので、いつでも
気軽に入湯することができます。
　ライトアップされる夜は美しさが
倍増します。満天の星空の下、ゆっ
くりと湯を楽しんでみませんか。
●	営業時間　24時間
●	料　　金　無料　※水着着用　
●	連 絡 先　04992-5-0240

お湯を楽しむ

大島温泉元町浜の湯

　昭和 61 年の三原山の噴火で湧
き出した天然の湯を利用した露天
風呂です。目の前には大海原が広
がり、晴れた日には遠くに伊豆半
島や富士山を見渡すことのできる
絶景が楽しめます。特に夕暮れ時
はおすすめです。
●	営業時間　13:00～ 19:00　
	 　　　　　※7・8月は11:00から
●	料　　金　大人400円、子供240円　
	 　　　　　※水着着用　
●	連 絡 先　04992-2-1446

愛
あ い

らんどセンター
御
ご じ ん か

神火温泉
　男女別の内風呂のほか、打たせ
湯、ジャグジー、サウナ、25 ｍ温
泉プール、休憩室などがあり、船旅
で疲れた体をゆっくり癒すことがで
きます。夜行船が到着する日は、午
前 6時 30分から開館しています。
●	営業時間　9:00～ 21:00　
●	料　　金　大人1,000円、
	 　　　　　子供600円　
●	連 絡 先　04992-2-0909

　伊豆諸島の温泉は、大海原を一
望できる海中温泉や山あいの小さな
温泉、ギリシャのパルテノン神殿を
思わせる展望風呂など、どれも大自
然の雄大さや異国情緒を感じること
ができる魅力的な温泉ばかりです。

ほかの温泉では味わえないすばらし
いロケーションの中、日頃の疲れを
癒してみてください。

※�水着着用の温泉も多いので、注
意が必要です。

伊豆大島

▲	長根浜公園内にあります ▲	海を眺めるロケーションにある温泉施設

▲	露天風呂から海を臨む

▲	異国情緒漂う露天風呂

神津島

新島

伊豆大島

4734-085-116-2.indd   108-109 14/04/04   9:48
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利島村
新島村

神津島村
三宅村

御蔵島村
八丈町

青ヶ島村
小笠原村

公益財団法人 東京市町村自治調査会

東京島しょ地域
魅力紹介ハンドブック
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三宅村
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八丈町

青ヶ島村
小笠原村

公益財団法人 東京市町村自治調査会

東京島しょ地域
魅力紹介ハンドブック

「東京島しょ地域魅力紹介ハンドブック」を作成しました

『東京都多摩・島しょ地域自治体 博物館ガイド』の発行
博物館ガイド
●郷　土　●美　術　●文　学　●自　然　●科　学　●動　物

公益財団法人　東京市町村自治調査会

東京都多摩・島しょ地域自治体

博物館ガイド
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報告書をご活用ください

　 これまで の 姉
妹都市・友好都市
交流のあり方を見
直し、改めて交流
の持 つ意 義 や有
益性、課題点など
を明らかにすると
ともに、文化、教
育、観光など各分
野 に わたる交 流
事業の課題に対し
て、解決のための方策を提示しました。
　その上でこれまで培われた親善親睦・絆を有効
に機能させることで生まれる交流のあり方やその
ための仕組みなど、姉妹都市・友好都市交流を切
り口とした新たな自治体間連携の可能性について
提言しました。

　近年、厳しい財政状況の中で、自治体には、より効果的・効率的な行政運営
が求められる一方で、地方分権や住民のニーズの多様化などにより、職員一人
ひとりに求められる能力も専門化・広範囲化しています。
　そこで、組織としての中長期的な視野も踏まえ、戦略的に人材を採用・育成
（意識改革、スキルアップ等）していくため、“採用する側とされる側”、“育成す
る側とされる側”の視点で現状と課題を明らかにし、意欲・能力のある『人材』
をどのように『人財』まで磨き上げるのか、「採用と育成の手法」についてまとめ
ました。

～自治調査会では、幅広い分野の調査・研究を行っています～
　自治調査会では、昭和61年の設立以来200件を超える調査研究報告書を発行してきました。
　平成15～25年度に発行した調査研究報告書は、自治調査会ホームページ（http://www.tama-100.or.jp/）にて閲
覧・ダウンロード（一部の報告書を除く）することができます。

　今回は、平成25年度に実施した調査研究等の報告書を紹介します。

人
法
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財
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平成26年3月

公益財団法人 東京市町村自治調査会

姉妹都市・友好都市交流の新たな可能性に関する
 調査研究報告書

成
平

26
年
3
月

姉妹都市・友好都市交流の
新たな可能性に関する
調査研究報告書

姉妹都市・友好都市交流の新たな可能
性に関する調査研究報告書

職員の採用と育成手法に関する調査報告書

　多摩・島しょ地
域の市町村におけ
る空き家の 発 生
状 況 及びその実
態の把握状況、条
例 等 の制 定に向
けた取 組等につ
いて確認したうえ
で、空き家が地域
にもたらす問題と
対 策の有 効 性に
ついて調査するとともに、空き家の発生抑制や活
用の可能性についても検討しました。
　その上で、自治体におけるこれからの空き家対
策のあり方として、「空き家問題を未然に防ぐ予防
策の重視」「総合的な空き家対策の推進」などに
ついて提言しました。

自
治
体
の
空
き
家
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

平
成
26
年
3
月

　
　
　公益
財
団
法
人 

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会 公益財団法人 東京市町村自治調査会

平成26年3月

公益財団法人 東京市町村自治調査会

自治体の空き家対策に関する
調査研究報告書

～空き家を地域で活かしていくために～

C

M

K

Y

自治体の空き家対策に関する
調査研究報告書

職員の

採用と育成手法に関する

調査報告書

平成 26 年 3 月

公益財団法人 東京市町村自治調査会

職
員
の
採
用
と
育
成
手
法
に
関
す
る
調
査
報
告
書

平
成
26
年
３
月

公
益
財
団
法
人 

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
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　多摩・島しょ地
域市町村等の公
文書管理方法の
実態を調査・把握
し、市町村におけ
る公文 書の適 正
な管理・運用及び
公文 書館 機 能に
係る施策を検討す
るうえで必要な事
項について、明ら
かにしました。
　また、各市町村の実務担当者が知りたい事項の
一つと考えられる、公文書の圧縮・整理・廃棄方
法についてもまとめました。

　今後のまちづく
りや政 策 形成な
ど行 政 運営上の
基礎資料として、
「人口・土地」、
「産業」、「都市
基盤」など主要な
統計データ集を作
成しました。

　財政力指数や経常収支比率など計11の分析指
標を、過去10年度分掲載したデータ集を作成しま
した。

市町村における公文書管理方法に
関する調査報告書

多摩地域データブック
2013(平成25)年版

市町村財政力分析指標
（平成15年度から平成24年度）

　主要税目である市町村民税などの調定収入状況
等を、過去10年度分掲載したデータ集を作成しま
した。

市町村税政参考資料

　多摩・島しょ地
域における自治体
クラウドの動向や
課 題 などの 現 状
把握を行うととも
に、全国の事例調
査、関係団体への
ヒアリングを通じ
て、全国的な自治
体クラウドの動向
や課 題の解 決策
などの整理を行いました。
　また、多摩・島しょ地域市町村が情報システムの
共同化を図る際の導入パターンや自治体クラウド
導入による新たな可能性をまとめました。

　多摩地域の清掃事業及びリサイクル事業に関する
基礎的な統計データ集を作成しました。

自治体クラウドを活用した市町村の
広域連携に関する調査報告書

平成26年3月

公益財団法人　東京市町村自治調査会自治体クラウドを活用した市町村の広域連携に関する調査報告書

平
成
26
年
３
月
　
公
益
財
団
法
人
　

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

平
成
26
年
３
月
　
公
益
財
団
法
人
　

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
市
町
村
の
広
域
連
携
に
関
す
る
調
査
報
告
書

多 摩 地 域 ご み 実 態 調 査
 

 平 成 24 年 度 統 計

平 成 25 年 ８ 月 発 行

 公益財団法人　東京市町村自治調査会

多
摩
地
域
ご
み
実
態
調
査

　
　
　
　

 

平
成
24
年
度
統
計	

公
益
財
団
法
人

　
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

公益財団法人 東京市町村自治調査会

多摩地域ごみ実態調査_本編_表紙.indd   1 2013/08/06   10:20:49

自治体クラウドを活用した市町村の
広域連携に関する調査報告書

多摩地域ごみ実態調査
（平成24年度統計）
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実施
報告

　第21回TAMAとことん討論会は、２月14日(金)、京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター6階のアウラホールを会場に
「次世代に伝えたい「ごみ」のこと～ごみ教育の現場から」をテーマに開催しました。当日は、朝から雪が降り、その後
記録的な大雪となった1日でしたが、100名ほどの方たちの参加を得ることができました。
　第１部では、多摩地域の市町村を対象に行った子ども対象の啓発事業についてのアンケート結果報告に続いて、６つ
の事例発表を行いました。その一つとして、生徒会で行っている活動について中学生自身に発表してもらいました。
　第2部は、第１部の発表内容を踏まえ、ごみ教育の考え方などをわかりやすく講演していただき、その後、会場全体で
の意見交換の場となりました。
　プログラムは以下のとおりです。（敬称略）

主催　第21回TAMAとことん討論会　実行委員会
(NPO法人東京・多摩リサイクル市民連邦　(公財)東京市町村自治調査会)

■主催者あいさつ	 小石　恵子	 （第２１回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員長）
	 （特定非営利活動法人　東京･多摩リサイクル市民連邦代表理事）　　
■来賓ごあいさつ	 阿部　裕行（多摩市長）

■報告
　『多摩地域のごみ教育について～アンケート結果より』
　　助松　吉男(東京・多摩リサイクル市民連邦)
■事例発表
　『生ごみリサイクルで菌ちゃん野菜づくり』
　　佐藤　美千代(まちの生ごみ活かし隊代表)
　『現場で学ぼう～中学生の職場体験』
　　紺野　琢生(東多摩再資源化事業協同組合専務理事)
　『2013多摩中エコへの取り組み』
　　多摩市立多摩中学校生徒会役員
　『環境絵日記の取り組み』
　　栗原　清剛(横浜市資源リサイクル事業協同組合副理事長)
　『おもちゃのリユース』
　　伊藤　真里(かえっこカエルクラブ代表)
　『りさせんキッズクラブ・エコキッズサマーフェスタ』
　　江尻　京子(エコにこセンター　センター長)
　　(東京・多摩リサイクル市民連邦事務局長)

■講演
　『環境教育とごみ問題』　朝岡　幸彦(東京農工大学大学院農学研究院教授)
■パネルディスカッション
　コーディネーター	山本　耕平(ダイナックス都市環境研究所所長) (東京・多摩リサイクル市民連邦)
　パネリスト	 朝岡　幸彦　佐藤　美千代　紺野　琢生　栗原　清剛　伊藤　真里
■閉会のあいさつ	 稲石　誠（公益財団法人東京市町村自治調査会事業部長）

『2013多摩中エコへの取り組み』発表の様子

第2部　パネルディスカッションの様子

T A M A
と こ と ん 討 論 会第

21
回

第1部

第2部

多摩交流センターだより

多摩交流センターだより



No. 008

7ぐるり39
 2014.5

多摩交流センターだより

番号 日時 講義テーマ 教授 教場

第942回 6月5日（木）
午後2時から 緩和ケアについて 河　正子　氏

（NPO法人緩和ケアサポートグループ代表理事）
柳沢公民館

（西武新宿線西武柳沢駅南口　徒歩1分）

第943回 6月8日（日）
午後1時45分から

フォーラム「多摩と玉川上水」
江戸・東京の礎

大石　学　氏
（東京学芸大学教授・日本近世史）

安島　喜一　氏
（東大和市文化財専門委員・玉川上水勉強会）

武蔵野スイングホール11階
（レインボーサロン）

（JR武蔵境駅北口すぐ）

第944回 6月12日（木）
午後2時30分から 生涯学習と望星学塾

橋本　敏明　氏
（学校法人東海大学常務理事、望星学塾副塾長、

東海大学体育学部教授）

遠隔視聴（サテライト）会場
武蔵野市かたらいの道

（ＪＲ三鷹駅北口　徒歩3分）

第945回 6月19日（木）
午後2時から 最近の離婚事情と法的手続き 中野　浩太郎　氏

（行政書士）
西東京市民会館

（西武新宿線田無駅北口　徒歩7分）

第946回 6月26日（木）
午後2時から

脳活性に役立つ川柳の極意
〜川柳人は長生き〜

窪　宏太郎　氏
（杉並川柳の会“木柳会”会長）

西東京市民会館
（西武新宿線田無駅北口　徒歩7分）

☆申し込みは必要ありません。直接会場へお越しください。
[詳細問合せ先]　TEL 042-465-3741（浅田）　　TEL 0422-52-0908（菅原）

（会員は受講料無料・会員外は6月12日を除き、１回につき500円）

NPO法人全国生涯学習ネットワーク・公益財団法人東京市町村自治調査会共催
後援：武蔵野市教育委員会

特定非営利活動法人

東京雑学大学

多摩発・遠隔生涯学習講座

6 月 講 義 案 内

5月・6月予定の講座案内

インターネット
放送による

日　時	 平成26年5月8日（木）　午後2時30分から約1時間
題　名	 �教育や学習の常識を考え直しませんか
講　師	 高原　北雄　氏		 	 	 	
	 �（ＮＰＯ法人全国生涯学習ネットワーク会長、航

空宇宙技術研究所（現ＪＡＸＡ）元部長）
内　容	 �大学卒業時の平均余命が明治中期に比して現在

3倍にも伸び、知的機械の進歩は私達の頭脳を遥
かに超えています。企業では知的機械を取り込み
始め、今後雇用は一層激減する可能性を秘めて
います。しかし、私達は心を持ち、五感と頭脳と筋
肉を連携させる素晴らしい能力を持ち合わせて
いますので、新しい楽習法を考案しませんか。

日　時	 平成26年6月12日（木）　午後2時30分から約1時間
題　名	 �生涯学習と望星学塾
講　師	 橋本　敏明　氏		 	 	 	
	 �（学校法人東海大学常務理事、望星学塾副塾

長、東海大学体育学部教授）
内　容	 �1936年、松前重義が数人の同志とともに開いた

私塾が「望星学塾」です。「国づくりの基本は教育
にあり」との理想を掲げ、日本や世界の将来を論
じ合う青年たちの教育道場でした。現在の東海
大学の原点である望星学塾は教養講座、講演会
などを中心とした生涯学習、柔道教室などの青少
年教育の場として活動しています。

○受講料　無料（ただし資料代100円）　　○サテライト会場　武蔵野市かたらいの道
○講座場所　�多摩交流センター 第2会議室（申し込みは必要ありません。直接会場にお越しください）
○ライブ中継・VOD視聴について　
　※現在、サーバーのメンテナンスを行っています。再開については、改めてお知らせします。

問合せ先：TEL 080-3427-9848（高原）　TEL 0422-52-0908（菅原）

123回 124回
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分野 団  体  名 活  動  内  容 活動日 会費（円）

音
　
楽

リコーダーアンサンブル風雅 リコーダーの合奏練習 1,3月曜の午前 1,000/月

コカリナサークルくるみ コカリナ（木製の小さな笛）の演奏 木曜の午後
(月2回）

2,000/月
+1,000/年

Ｆ＆Ｆ フルートアンサンブル 1,3火曜の午前 2,000/月

リコーダーアンサンブル華音 一人ではできないリコーダーアンサンブルの楽しさを
味わう 2,4月曜の午前 2,000/月

コカリナクラブ　木の声 コカリナ演奏の技術修得を通じて会員の親睦を図る 1,3金曜の午後 2,000/月

美空ひばり学会 昭和の歌謡史を通じて、その時代・文化等を幅広い世
相の歩みの中で学ぶ 月1回 300/月

合唱ミュージカルVIVA!TAMA実行
委員会 舞台活動（音楽分野）による社会参加 水曜の夜間

（月2回） 1,000/月

佛文化研究会シャンテ シャンソンを通じてフランスの文化を学ぶ 1水曜の午後と
3火曜の夜間 1,000/回

ブーケ・ド・シャンソン 音楽を通して多摩地域の文化活動の発展と歌唱力の
向上を図る 2月曜の午後 1,000/月

ウクレレサークル「ポノポノ」 ウクレレ技術の向上、会員同士の親睦、多摩地域の文
化・芸術の発展に貢献する 1,3日曜の午後 1,700/回

ウクレレサークル「パナパナ」 ウクレレ技術の向上、会員同士の親睦、多摩地域の文
化・芸術の発展に貢献する 1,3日曜の午前 1,000/回

演
　
劇

葵の会 演劇活動を通じて地域と交流を図る 1,3火曜の夜間 1,000/月

アルディラ2001 多摩地域においてプレイバックシアターに関する体験
的活動を行う 月1回 なし

朗読劇の会「ひびき」 演劇と朗読の楽しさを併せた朗読劇を通して心身の
健康を図る 金曜の午前 1,500/月

芸
　
能

町かど芸能の会 皿まわし・南京玉すだれ・手品等の練習 3か4月曜の午後 なし

府中青樹会 謡曲の修練を通して日本古典文学に対する理解を深
め、地域の文化的発展に貢献する

土曜の午前
（月2回） 2,500/月

落語長屋 落語の鑑賞と研究。落語に関する名所訪問 3木曜の午後 3,000/半年
マジマジ会 マジック技法の向上を通じて仲間づくりを図る 1,3金曜の午後 500/月

健
康・ダ
ン
ス・ス
ポ
ー
ツ

プア・パウオレ・フラ フラダンス 火曜か金曜の午後
（月1回） 700/回

ＴＡＭＡ游気の会 易しく穏やかな気功法を学ぶ 2,4火曜の午前 2,000/月
らく楽健康体操の会 中高年の健康維持のための体操 1金曜の午前 500/月
バレエＤＥストレッチ 健康に関するバレエストレッチ活動 2,4木曜の午前 2,000/月

ヨガの会 ヨガを通じて健康な身体を知り、多摩地域の人たちと
交流を図る 2,4日曜の午前 1,000/月

スポーツ吹矢「いぶき会」 スポーツ吹矢の普及と、技術の習得を通じての健康づ
くり、仲間づくり

日曜の午前2回
土曜の午後1回 1,000/月

語
学

ナイスライフ・ネットワーク 中国の文化や生活習慣等を中国語で読み書きする 1火曜の午前 500/月
ＴＡＭＡ中国語会話同好会 自由会話を楽しみながら中国語を学ぶ 2,4木曜の午後 2,500/月

日中交流学習会 中国語の学習を通じて会員相互の親睦を図る 土曜の夜間
（月3回） 3,000/月

中国文化研究会 中国語の勉強を通して、知識の向上と会員相互の親
睦を深める 1,2,3木曜の夜間 10,000/3ヶ月

楽しい中国語 中国の言語や文化、風土について学ぶ 2,4木曜の午前 2,000/月
好あんずの会 中国語・文化を学ぶ（中級程度） 2,4土曜の午後 1,500/月

本気で学ぶ中国語の会 中国語の会話・発音・文法を基礎から学ぶ 1,3木曜の午前 2,000/月
ハングルで話そう 韓国語や韓国文化の学習を通じて、日韓交流の一助とする 1,3土曜の午後 500/回
英会話サークル　「英語を楽しむ」 講師と一緒に、和気あいあいと皆で楽しく英会話を学ぶ 1,3月曜の午前 10,000/半年
英語と日本語学習会 英語と日本語の違いを比べながら、役立つ英語を学習する 2水曜の午前 800/月

　多摩交流センターでは、広域的市民団体の活動の場として3つの会議室を提供しています。4月1日現在、126団体が
登録・利用しています。各団体の活動に興味のある方、また、登録・利用を希望する広域的市民団体の方は、多摩交流
センターまでお問い合わせください。

多摩交流センター　会議室利用登録団体一覧

多摩交流センターだより
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分野 団  体  名 活  動  内  容 活動日 会費（円）

朗
読

グループ朗 丁寧な指導の講師と一緒に、様々な分野の朗読に取り組む 1月曜の午前 1,000/月

清朗会 様々な分野の本を朗読し、楽しさを学ぶ。小説や詩・評
論等を教材に楽しく声を出す。 2月曜の午前 700/月

オコサの会（読みきかせ）
絵本を中心に読み聞かせを学んだり、わらべ唄を歌っ
たりし、親睦を図る。子育て支援施設などでのボラン
ティア

1月曜の午後 1,000/年

朗読の会「言葉の宝石心」 朗読表現の向上や地域の仲間との交流、健康維持な
どを目的とする 2,4火曜の午前 1,000/回

こころつたえ 朗読を通じ会員相互の親睦をはかり、心身ともに健康
な生活を営む 1・3水曜の午前 1,000/月

たんぽぽ 朗読による自己表現を学び、自己啓発と会員相互の
豊かな人間性の向上を図る

2または4金曜の
午前 500/月

文
芸
・
教
養

短文を書こう会 所定のテーマで全員が短い随筆を書き合評し、会員
相互の親睦を深める

2水曜の午後か
4土曜の午後 1,000/年

「エッセイの会」 エッセイや文集の制作 1土曜の午後 5,000/年

400字の会 400字のエッセイを書くことによって、会員間の親睦
を深める 1水曜の午後 100/月

随想友の会 心に残った情景や気持ちを文章にして表現し、講評し
あいながら会員相互の親睦を深める 1金曜の午後 500/月

文流の会 400字程度の随筆を作成し、相互で講評を行う 2金曜の午後 2,000/年
多摩詩塾 詩を楽しむ 2水曜の午後 3,300/半年

ケヤキ自由詩の会 自由詩に関する学習と発表活動を行い、会員の文化
的向上と地域の発展に貢献する 1,3月曜 1,500/月

日本の古典文学を学ぶ会 源氏物語の原文を音読し、名文の味わいを体感する 2,4金曜の午前 2,000/月

“源氏物語を読む”会 源氏物語を通じて古典への理解を深める 4火曜の午前 3,000/半年+
入会時1,000

中世古文書を読む会 歴史書「吾妻鏡」や、中世の古文書・文化等について
学ぶ。史跡の探訪も行う 1月曜の午前 10,000/年

きすげホトトギス句会 伝統的な俳句を学び、吟行会で自然に親しみながら
俳句を作る

句会：1土曜の午
後吟行会：4水曜 10,000/半年

TAMA市民詩吟を楽しむ会 漢詩や短歌・俳句等を歌う（吟ずる）初心者から学べ
る詩吟の会 2,4土曜の午前 1,500/月

東京都多摩漢詩振興会
漢詩は自分で作れるようになって初めてその深い世
界を味わえるようになります。初歩から作詩作法を指
導。吟や書に留まらない作詩の世界へ

日曜（不定期） 500/回

多摩漢詩研究会 漢詩・詩吟に関する研究や吟詠・史跡の探訪を通して、
会員相互の親睦を図る 4木曜の午後 500/月

宮沢賢治同好会「ゴーシュの会」 賢治の童話や詩などを通して、彼の深い思想を学ぶ 4木曜の夜間 500/月

漢字を考える会 日本語、特に漢字について、形や意味の変遷を学習・
検討して理解を深める 2木曜の午前 1,500/半年

日本語サロン
日本語を多角的に検証し、よりよい言語生活の一助と
するとともに、多摩地域住民の交流を図り、社会的に
貢献する。

月1回 500/月
（6ヶ月分前納）

中国語で漢詩を楽しむ会
漢詩を中国語で朗読することで漢詩や中国文化の理
解を深めると共に、多摩地域の文化の向上や会員相
互の親睦を図る

月曜（月1回） 1,000/月

歴
史
・
文
化

多摩歴史くらぶ 日本の歴史について研究し、会員相互の親睦を図る 2水曜の午後 500/回
（半年分前納）

ＴＡＭＡ文化遊学 シルクロード史、仏教史の学習を通じて文化財研究マインド
を高める 平日夜間 2,000/月

ＴＡＭＡ市民歴史文化研究会 日本の古代史や関連する中国史・古代朝鮮史につい
て学ぶ 2,4火曜の午後 500/回

歴史を楽しむ会 日本史を通して現在を知る。多摩地域の史跡の探訪
も行う 1,3木曜の午後 500/月

「歴史の道を歩く会」　府中会 多摩地域の歴史を探訪 不定期（月1，2回） 300/回+1,000/年

伝統文化を学ぶ会 国内外の歴史・風土や伝統文化等について学び、会員
相互の親睦を図る 2土曜の午後 500/月

世界の生活文化を学ぶ会 各国の生活文化や風習、各自の旅行体験談等を語り
合う

土曜の午前
（月1回） 1,000/年

新選組・江戸歴史研究　村瀬塾 新選組を中心にした歴史探求・探訪。全員参加型の運営
を基本とする。活動を通して会員相互の交流を図る 未定 10,000/年

多摩交流センターだより
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分野 団  体  名 活  動  内  容 活動日 会費（円）

旅

旅のたから箱 旅行に関する研究や旅行談の発表、旅行についての
情報交換等を行う 4水曜の午前 入会時1,000のみ

多摩紀行の会 多摩地域の街道をめぐり、様々な製本技術を用いて
紀行文を作成 2,4火曜の午後 500/月

シルクロードくらぶ シルクロードやその周辺の国々の歴史や文化について学ぶ 奇数月の3水曜 1,000/年

旅クラブ 海外・国内旅行の体験や報告を通じて、知識の習得と
会員相互の親睦をはかる

1水曜の午前
（月1回） 必要時徴収

写
真・映
像

地球を撮ろう会 写真技術の向上と会員相互の親睦 不定期（月1回） 10,000/年

ＴＡＭＡビデオクラブ ビデオ撮影、編集、作品の講評や、技術・使用機器につ
いての情報交換 2,4土曜の午前 500/月

ビデオサークル　 月曜クラブ ビデオ作品の撮影や発表を通じて自己実現を図る 月曜または水曜の
午後（隔月） 500/回

府中ビデオサークル 映像制作の技術向上及び作品の上映を通じ、地域の
交流を図る 2,4木曜の午後 100/月

書
道・篆
刻

書に親しむ会 短歌・俳句・自作文、季節のお便り等をかな交り文（新
和洋）で書くことで書道に親しむ 1,3金曜の午前 2,000/月

蘭亭会 半紙・条幅を使用して書道の練習 2,4土曜の午前（変
更の場合もあり） 2,000/年

篆刻の会 篆刻の制作・文献の調査研究 2月曜の午後（変
更の場合もあり） 10,000/年

水
墨
画
・
水
彩
画
・
ス
ケ
ッ
チ

墨劉会 中国の歴史や文化を学びながら水墨画を描く 2,4月曜の午後 2,000/月
ヨーロッパの田舎　ウィークエンドの
手工芸

ちょっとした日常を彩るハンドクラフト作りや南欧風トー
ルペイント製作を通じて、楽しいスローライフを実践 2,4金曜の午前 1,500/月

ＴＡＭＡスケッチ同好会 静物画スケッチや多摩地域周辺での風景スケッチ 2,4土曜の午前 1,500/月
遊画会 多摩地域を中心に戸外で淡彩スケッチ等 2,4金曜の午前 11,000/半年
水墨画サークル会 自身の個性を活かし、自由なテーマで水墨画を描く 1,3水曜の夜間 1,500/回
コスモスの会 四季折々の草花をモチーフにハガキ絵（文人画）を作成 3水曜の夜間 700/月

武蔵野スケッチ同好会 多摩地域を中心に、戸外で自然や風景のスケッチ等 2,4木曜
（10～15時） 1,000/月

絵てがみサークルかえで 季節ごとにテーマを決め、絵てがみを作成 毎週木曜の午前 2,000/月

水彩画月曜会 水彩画の制作や静物画のスケッチ 2,4月曜の午後 1,000/月
+1,000/半年

多摩淡彩の会 淡彩・水彩画の技術習得を通じて会員相互の親睦を
図る 3月曜の午後 1,000/月

+4,000/年

スケッチ300 多摩地域の公園等で、ペン画による淡彩スケッチ等 2,4火曜 入会時
1,000+7,000/半年

日本画の写生を楽しむ会 季節の花、静物をモチーフにして日本画のスケッチ 2,4月曜の午前 3,000/月（モチー
フ代等込みで）

七墨会 水墨画の会 1,3月曜の午後（変
更の場合もあり） 500/月

楽水会 水彩画を楽しく学びながら地域交流に貢献する 1,3木曜の午後 1,500/月
水彩コスモス 絵を描く技術を学び、会員の親睦を図る 1火曜の午後 1,300/月（雑費含む）

画楽 デッサン・絵画に関する創作活動 1,3火曜の午後 1,000/月
+1,000/半年

スケッチ仲間の会 絵を描く技能の向上と、会員相互の親睦を図る 不定期（月1回） 必要時徴収

エンジョイ・ペインティング トールペイントの学習を通じて創作活動を行い、多摩
地域の生涯学習の発展に寄与する。

木曜の午前
（月2回） 2,000/月

き
り
え
・
折
紙

きりえグループ　「きり友」 きりえ創作の基本技術の習得と個々の個性を生かし
た創造性を養う 2,4金曜の午後 1,000/回（材料

代含む）

多摩きりえの会 自分が描いたスケッチなどをもとに紙などを切り、貼り
合わせてオリジナル作品を作る 1,3金曜の午前 入会時1,000の

み

多摩折紙研究会 季節ごとのテーマにそった折紙作品の制作を通じて
世代・文化の交流を図る 4木曜の午後 500＋材料費/月

花
花のアトリエ風花 花と工作を一度に楽しみ、個々の“らしさ”を大切にす

るフラワーアレンジメントの会 3水曜
会費及び花・資材
代として3,500/

回

フラワーセラピーティーツリー 主にワイルドフラワーを使ったフラワーセラピー 4水曜の午後 花代として2,500
～4,000

手
芸
・
工
芸

楽しいパッチワークキルト 優しい色あいの小物などをパッチワークで制作 3水曜の午前 500/月

彩々の会 草木染で染めた糸や布で作品を作り、生活に取り入れ
て楽しむ

3火曜または
2金曜 入会時3,000

多摩交流センターだより
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分野 団  体  名 活  動  内  容 活動日 会費（円）

暮
ら
し・福
祉

ラボ国際交流 多摩地域周辺の青少年、家族の集まり。国際交流や異
文化理解を促進する 木曜の夜間 500/月

特定非営利活動法人　東京雑学大
学 生涯学習講座の実施（年間50回） 2木曜または日曜

の午後
会員5,000/年非

会員500/回
多摩のくらしを考える　コンシュー
マーズ・ネットワーク

多摩地域の消費者団体・市民団体と連携し、情報交換
を通して生活の向上を図る 不定期 なし

楽修しませんか 生活の中にある技術を習得 不定期 なし
東京都多摩地区生涯学習インストラ
クターの会

生涯学習の推進に関する情報交換を行い、地域の発
展を促す 不定期 2,000/年

NPO法人　全国生涯学習ネットワー
ク

生涯学習活動を行う団体と連携し、事業のネットワー
ク化を図る 2木曜の午後 6,000/年

減農野菜クラブ 減農薬野菜栽培に関する知識を学ぶとともに、農家
等の現地見学を通じて安全な栽培活動を行う 不定期 1,000/年

たまりばユネスコ倶楽部 ユネスコ憲章の精神にのっとり、世界の平和と人類の
福祉のために活動する

世界遺産講座：3日
ユネスコ自由大学：

3木
5,000/年

ごみ・環境ビジョン21役員会 ごみに関する情報を収集・発信し、環境に関する知識
を深める 不定期 なし

三多摩「学校・職場のいじめ」ホットラ
イン実行委員会 学校や職場でのいじめ問題への対応策を学ぶ 奇数月の3土曜の

午後 1,000/年

大人･子供のいじめ問題を素人の目
から語る会

いじめ問題に関する話し合い。被害者本人及び家族
の無料相談 原則金曜の夜間 なし

SLA年金・福祉研究会 年金・福祉・相続等についての学習、研究 1月曜の午後 1,000/年

TAMA健康茶論の会 健康で長生きするための知識や技術について学習す
る

3または
4月曜の午後 500/月

福祉と生きがいを考える会 充実したセカンドライフを送る知識と技術の習得。「マ
イノート」の書き方講座の開催 不定期（月1回） なし

けやきの会 メンタルヘルスに関する支援活動を中心に、会員の自
己研鑽及び住民同士の交流を図り社会貢献をする 月1回 1,000/年

平成25年の家庭菜園クラブ 安全で丈夫な野菜栽培活動を通じて、会員及び地域
に対し食の安全に関する知識向上に貢献する

年4回
（3・6・9・12月） 1000/年

薬膳研究会 多摩地区の農作物を利用し、健康な身体を作る 未定 2,000/月

野
外
活
動

みきの会 植物観察を通して会員相互の親睦を図る 第3木曜
（午前～午後） 1,000/半年

樹木観察「クロモジの会」 主に里山を巡り、環境や季節による樹木の生育を学ぶ 2水曜（戸外） 3,000/半年

ライフプランナー多摩の会 多摩地域で、年6回のウォーキング・散策等を通して、
高齢者の元気な生活を支援 参加者と応相談 1,000/年

多摩文学散歩の会 多摩地区を中心に、文学の周辺をめぐるウォーキング
により文学に親しみ、理解を深めることを目的とする 年4回程度 1,000/年

そ
の
ほ
か

東京アマチュア無線ネットワーク アマチュア無線に興味を持つ団体、個人間の情報交
換や相互交流 日曜の午前 なし

アロマセラピーの会 アロマセラピーに関する学習を通じて会員相互の親
睦を図る

土曜の午前
（月1回） 600＋材料費/月

多摩百人一首かるた大会実行委員会 かるた遊びの普及・振興。かるた大会による地域交流 不定期 なし

会議室の利用について
　月曜日から土曜日までは、午前・午後ともに会議室の利
用が多くなっております。利用希望が集中する曜日・時間
帯については抽選を行い利用団体を決定しています。
　会議室の予約状況は、多摩交流センターのホーム
ページ及び事務室横の掲示板にて、週1回程度更新し
た状況をお知らせしています。

●設置機器及び貸出し備品
印刷機、コピー機、丁合機、紙折り機
プロジェクター、パソコン、CDラジオカセットテープレコー
ダー、マイク（有線,無線・タイピン型）、スクリーン、レーザーポ
インター、譜面台、電気ポット、急須、湯のみ

会議室 定員 常設機器類

第1会議室 16名 ホワイトボード・テレビ・DVDプレー
ヤー
※この会議室は、防音設備を備えては
いないのですが他の会議室と離れてい
るため、楽器やマイクを使う音楽の団
体は、本会議室を利用してください。

第2会議室 34～
38名

ホワイトボード・テレビ・DVDプレー
ヤー・マイク等音響機器類

第3会議室 36名 ホワイトボード・テレビ・DVDプレー
ヤー・マイク等音響機器類

●会議室の案内

多摩交流センターだより
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１. 新規申請事業　８事業（７団体）
事業名 団体名 事業実施予定日 実施予定場所

1 バリアフリー運動会 特定非営利活動法人地球冒険学校準備会 平成26年6月7日（土） 八王子東特別支
援学校

2 車いすの人と高尾山に登ろう 特定非営利活動法人地球冒険学校準備会 平成26年10月25日（土） 高尾山

3 Water Life～みずからだ～2014 玉川上水ライフラインproject 平成26年10月26日（日） 小平市中央公園

4 フォーラム「多摩と玉川上水」 まなびの雑学実行委員会 平成26年6月8日（日） 武蔵野スイング
ホール

5 第４回西武沿線男声合唱団交歓演奏会 西武沿線男声合唱団交歓演奏会実行委員会 平成26年4月27日（日） 東久留米まろに
えホール

6 第７回西東京音楽祭IN東久留米 西東京音楽祭実行委員会 平成26年8月2日（土） 成美教育文化会館

7 第３回TOKYOシャンソンフェスティバル TOKYOシャンソンフェスティバル実行委員会 平成26年12月3日（水） 調布市文化会館
たづくり

8 ひのはら魅力発見！
払沢周辺クイズチャレンジ！！ ひのはら魅力発見隊 平成27年2月1日（日） NPO法人フジの森

四季の里

２. 継続申請事業　16事業（16団体）
事業名 団体名 事業実施予定日 実施予定場所

1 第5回多摩地区親と子のよい映画をみる会「かいけつゾロリ」（映画）、
子どもたちによるヒップホップダンス、ワークショップ 多摩地区親と子のよい映画をみる会 平成26年6月22日(日） 東村山市立中央

公民館

2 第8回生涯学習展
（ともに高めよう　地域の元気力） 東京都多摩地区生涯学習ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰの会 平成26年

8月23日（土）～24日（日） 多摩市施設

3 第5回演奏会活動
（①定期演奏会②合奏体験会） ドリームウェストウィンドオーケストラ ①平成26年7月6日（日）

　ほか
東大和市民会館
ハミングホール

4 八王子市民吹奏楽団ファミリーコンサート 八王子市民吹奏楽団 平成27年2月8日（日） ひの煉瓦ホール

5 第五回協奏曲と合唱の調べ 東大和フィルハーモニー合唱団 平成26年10月11日（土） 立川市民会館
たましんRISURUホール

6 男性合唱団シリウス　第7回定期演奏会 男性合唱団シリウス 平成26年7月26日（土） 八王子市芸術文化会
館いちょうホール

7 “多摩のアーチストが集う”公募
第5回多摩アンデパンダン展 美術集団多摩アンデパンダン 平成26年

6月25日(水）～29日(日） 府中市美術館

8 第10回定期演奏会 多摩かたつむりの会 平成26年5月11日(日） 府中の森芸術劇場

9 ウィンズパストラーレ第5回定期演奏会 ウィンズパストラーレ 平成26年12月14日（日） 東久留米まろに
えホール

10 第8回北多摩合同演奏会 北多摩合同演奏会実行委員会 平成27年2月15日（日） 保谷こもれび
ホール

11 歌う会第17回記念祭 歌う会　第17回記念祭実行委員会 平成26年10月5日（日） 小金井市民交流
センター

12 檜原の四季を料理しよう！ 檜原の四季・お料理普及研究会 平成26年4月～
平成27年3月

NPO法人フジの
森　四季の里

13 払沢の滝冬まつり 払沢の滝冬まつり実行委員会 平成26年12月〜
平成27年2月

檜原村内払沢の
滝周辺店舗

14 山のふるさと村音楽祭 山のふるさと村音楽祭実行委員会 平成26年10月19日（日） 東京都立奥多摩湖畔公園
山のふるさと村

15 奥多摩ふれあいｶﾇｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ2014 特定非営利活動法人　奥多摩ｶﾇｰｾﾝﾀｰ 平成26年
6月7日(土）～8日(日）

奥多摩町氷川渓谷～
白丸湖特設カヌーコース

16 多摩エンジョイ講座 多摩のくらしを考える
コンシューマーズ・ネットワーク

第1講
平成26年6月6日（金） ほか

第1講 立川市女性総合
センター・アイム

＊奥多摩セラピーウォーク（セラピーウォーク実行委員会）については、決定後諸般の事情により中止となりました。
＊日程、開催場所については、予定ですので、変更される場合があります。

　（公財）東京市町村自治調査会では、市町村の枠を越えて行われる環境、福祉、まちづくり、芸術文化及び国際交流
等の市民活動を支援しています。活動の成果や発表の場の経費を一部助成することによって、市民ネットワークや相互
交流を推進し、多摩地域のひとづくり、まちづくりへとつなげていきます。

平成26年度広域的市民ネットワーク活動等助成対象事業が決まりました
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日　時	 �平成２６年５月１１日（日）　開演１４：００（開場１３：３０）
会　場	 �府中の森芸術劇場ウィーンホール（東府中駅 徒歩７分）
内　容	 �ベートーヴェン 交響曲第９番「合唱付き」ホルン合奏版（小林健太郎 編）他
	 �今回のメイン曲は、なんとホルン合奏による「第九」です！混声合唱団「うたの森」

さんと４人のソリストをお迎えし、ホールいっぱいに歓喜を響かせます。
入場料	 �無料（満席の際には、入場制限させて頂く場合があります。）
【主　催】 多摩かたつむりの会　【問合せ】 e-mail：kat@tsumuri.net

日　時	 �平成２６年6月6日（金）　１２：５０ 開会　１３：００ 映画上映開始　１４：５０～１５：５０ 講演会
会　場	 �立川市女性総合センター・アイム１階アイムホール（JR立川駅徒歩８分）
内　容	 �映画で地球のあらゆるところにゴミがあふれ、ゴミは容赦なく地球の寿命を縮めている実情を知り、JEAN/クリーンアップ全国

事務局代表小島あずささんのお話で、私たちがどのように行動すればいいのかを考えます。
定　員	 �１９０名（先着順）
入場料	 �５００円（チケット前売り中）予約をファクスにて受け付け。ご氏名・連絡先・枚数を明記。当日受付でチケットをお買い上げくださ

い。１２：４０までにお越しください　申し込みファクス番号　042-534-0685
	 保育いたします（無料・８人まで・先着順）詳細はお問い合わせください。
【主　催】	多摩のくらしを考えるコンシューマーズ・ネットワーク
【問合せ】 URL：http://tamaconsumers.blog18.fc2.com/　担当：五十嵐　TEL：090-8720-0181　e-mail：Chiko1756@hotmail.com　

日　時	 �平成２６年６月７日（土）～８日（日）
会　場	 �奥多摩町　氷川キャンプ場（ＪＲ青梅線奥多摩駅　徒歩２分） 
内　容	 �・カヌーレース　・カヤック体験　・カヌー遊覧　
	 �”巨樹と清流の町おくたま”で、水と緑と家族と仲間と、カヌーを通してふれあう２日間！家族や友

人で試乗会にキャンプ！カヌーレースは今年記念すべき第２０回大会、土曜夜には感謝祭も開
催予定！カヌーと奥多摩の自然をぜひ満喫して下さい！詳細はwebまで！

入場料	 �詳細はホームページへ
【主　催】 ＮＰＯ法人奥多摩カヌーセンター
【問合せ】 URL: http://okutamacanoe.jp/festival/　担当：宮村　TEL:090-1847-1785　e-mail: festival@okutamacanoe.jp

日　時	 �平成２６年6月7日（土）または８日（日）10：30〜14：30 ※下記へお問い合わせください。
会　場	 �八王子東特別支援学校体育館（日野駅から八王子駅行きバス「日野台」下車徒歩10分）
内　容	 �大きな賞品は誰に「ジャンケン列車」、取ったらゴールへダッシュ「パン食い競争」、バットでエイッ「スイカ（ボール）

落とし」、顔面蒼白「マシュマロ探し」、賞品ゲット「シュートゲーム」、ハンディを配慮「玉入れ」…障がいがあっても
なくても、大人も子どもも、ボランティアさんも全員出場のたくさんの競技と交流が楽しい！

入場料	 �一人100円　お弁当・飲み物持参 ※年会費1000円で会報4回/年送ります。
【主　催】 NPO地球冒険学校準備会
【問合せ】 事務局　TEL＆FAX：042-646-0459　e-mai：bandana@js9.so-net.ne.jp
詳しくはホームページ　http://www.chikyubouken.jp/index.html　をご覧ください。

日　時	 �平成26年6月8日（日）　13：45〜16：50（開場13：30）
場　所	 �武蔵野スイングホール（11階）レインボーサロン（代表0422-54-1313）（ＪＲ武蔵境駅　北口1分）
内　容	 �多摩が東京府（当時）に移管されて120年。その背景の一つに玉川上水の存在がある。講演と対談方式をとり、大石学氏（東京学芸

大学教授・・日本近世史）と安島喜一氏（東大和市文化財専門委員、玉川上水勉強会）の両氏により玉川上水の背景にせまる。講演
に先立ち、「落語から学ぶユーモア人生」三遊亭大王（社会人落語家　渡邊一雄氏）による漫談を行う。

参加費	 �500円（資料代込）
【主　催】まなびの雑学実行委員会（ＮＰＯ法人小金井雑学大学・ＮＰＯ法人東京雑学大学）
【問合せ】 �小金井雑学大学　TEL：080-5645-1477　 東京雑学大学　TEL：0422-52-0908　FAX：0422-53-8121

広域的市民ネットワーク活動助成事業紹介
多摩かたつむりの会 第１０回定期演奏会

多摩エンジョイ講座～《映画と講演》TRASHED-ゴミ地球の代償

奥多摩ふれあいカヌーフェスティバル2014

車いすの人もご家族で楽しめる バリアフリー運動会

フォーラム「多摩と玉川上水」 江戸・東京の礎

多摩交流センターだより

府中駅
→宿新至子王八至←

大國魂神社↓

府中グリーンプラザ

甲州街道（国道２０号線）

武蔵府中
郵便局

スカイナード

寿町一丁目交差点

府中駅北第２庁舎６F

り
通
木
並
き
や
け

多摩交流
センター

信託銀行

ご注意：駐車場はありません

（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センター
〒183-0056 府中市寿町1-5-1 府中駅北第2庁舎6階
TEL 042-335-0100　FAX 042-335-0127　Eメール tama001@tama-100.or.jp
ホームページ　http://www.tama-100.or.jp/

「多摩交流センターだより」の問合せ先
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コミュニティデザインの時代
自分たちで「まち」をつくる
山崎 亮著 中央公論新社（平成24年初版）

○　引きこもりや孤立死、無縁社会が問題になる現代社会において、「自由と安心のバランス」を
調整しながら、「いいあんばいのつながり」を探る方法論として注目される「コミュニティデザイ
ン」。住民参加型デザインの手法と実例を豊富に盛り込んでいるが本書。

○　人口減少社会では、「（以下要約）それぞれのまちで生活できる適正な人口規模を見据え、そ
の人口に落ち着くまでのプロセスを美しくデザインすることが肝要であり、「生活の豊かさや幸
福は、どれだけたくさんの金や物を持っているかではなさそうだ」という時代では、人とのつな
がりや仕事のやりがいや自由な時間に何をするのかが重視され、デザイナーはつながりやアク
ティビティをデザインする必要がある。」とし、「つながりのデザイン」を主張する。

○　その上で日本におけるコミュニティデザインの特徴を振り返り、第1は、「建築物などのハード整備によってコミュニティを
生み出そうとするもの」、第2は、「建築物などのデザインにコミュニティの意見を反映させるもの」で、それぞれ1960年代以
降、80年代以降、盛んに行われるようになったと分析する。

○　それに対して、第3は、「ハード整備を前提とせず、地域に住む人や地域で活動する人たちが緩やかにつながり、自分たち
が抱える課題を乗り越えていくことを手伝うもの」で、2000年以降に多く見られるようになったとする。その特徴は、「（以下
要約）例えば利用者が減った公園を楽しい場所に変えていくためのデザイン。公園周辺で活動するNPOを誘って公園で活
動してもらい、その活動に興味を持って来園する人を増やすという方法。その際、英会話教室のような従来であれば公園で
実施することではないと思う活動を呼び込むことで、これまで公園に興味を持たなかった人たちに利用してもらうことが大
切」と述べ、プロジェクトを通じて人が変わり、地域が変わる姿をいきいきと描くと同時に、「ものをつくらないデザイナー」を
宣言する。

○　「コミュニティの価値、活動することの楽しさ、「儲け」の多様さ、仲間のありがたさ」を明るく語る快書。　

統計学が最強の学問である
データ社会を生きぬくための武器と教養
西内 啓著 ダイヤモンド社（平成25年第1刷）

○　「統計学を制する者が世界を制する」。なぜなら、「どんな分野の議論においても、データを集
めて分析することで最速で最善の答えを出すことができるから」と主張する本書は、調査研究
に携わる者にとどまらず、政治や経済など人間社会全般を語る者に必読の書。

○　（以下同書から要約）19世紀のロンドンで、万単位の人命を奪うコレラに対して、世界最初
の疫学研究の中で、史上はじめて統計学は大きな力を果たした。「疫学の父」と呼ばれるジョ
ン・スノウという外科医は、同じように貧しく不潔な地域において、利用している水道会社別（Ａ
とＢ）での家屋数とコレラによる死亡者数を集計し、使う水道会社だけが異なる家々の間で
１万軒当たり8.5倍も死亡者が異なることを示し、Ａ社の使用禁止を提案した。Ａ社とＢ社の違
いは、水道の採水をテムズ川の下流から行うか上流から行うかかの違いによるものであった。当時のテムズ川には、大量に
コレラ患者の排泄物が流し込まれていたのである。スノウの主張は学会や行政からは退けられたが、彼の助言に従った町で
は感染が止まったとのことである。ドイツのコッホが「コレラ菌」を発見したのは、その約30年後。コッホの発見には科学的
価値があるが、コレラの流行を止めるためには飲料水の水源を変えさえすればいいという事実に変わりはない。

○　建設的な議論に不可欠なエビデンス、それを導く統計学の全体像を、最新の事例と研究結果をもとにわかりやすく解説
する好著。

（Ｍ．Ｉ．）

お薦めの図書コーナー

2

1

以下の２冊は、少し前に出版されたものですが、コミュニティづくりに関心のある方、

調査研究に携わる方に必読の書ですので、紹介します。
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○　先日、当調査会の主催で「学生による地域貢献
活動助成金報告会」を開催しました。詳細は冒頭の
記事に譲り、特に印象深かった点をご紹介します。

○　報告会の後半では、「多摩地域の学生団体が連
携して、どのようなイベントができるのか？」をテー
マとするグループ討議・発表を行いました。最初に
コーディネーターの多摩大学中村その子教授か
ら、検討の視点として、①ボランティアとしての意
義、②地域への貢献、③学生としての利益、が示さ
れ、その後討議に入りました。短時間の討議にもか
かわらず、ふれあいキャンプ、チャリティバザー、フェ
スティバル・お祭り、公園の活用、映画、環境美化と
バーベキューなど、様々なアイディアが発表されま
した。
○　その後中村教授から、①「自分で行う」から「人に
行ってもらうよう導く」、②単発ものか長続きするも

のかを考える、③個人利益と社会の利益の両立を
追及する、④情報発信が大切、との講評がなされま
した。また、府中NPO・ボランティア活動センター
の松木紀美子事務局長からは、学生は「元気を与
える存在」、「知ることで好きになる」、「経験が人を
つくる」との講評をいただきました。
○　多摩地域には、都内の３分の１に当たる約60大
学等があり、約18万人の学生等が学んでいます。こ
れからの地域の担い手としての若い学生たちの持
つ大きなポテンシャルを活かし、多摩地域の課題
解決、活性化のためにどのような貢献ができるかが
求められています。

○　学生の持つ力の今後の展開に期待が高まる報
告会でした。 
	 	 （M.I.）

編 集 後 記
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記事、写真提供：檜原村 産業環境課　　☎ 042-598-1011

第36回 檜原村

　森と清流に囲まれた、自
然豊かな檜原村の急峻な
地形の畑で育った特産の
じゃがいもで醸造した焼酎
です。
　このじゃがいも焼酎は、
じゃがいものほのかな香り
とマイルドな口当たりが特
徴です。

こんにゃく

　檜原村のこんにゃくは、秋
川渓谷の豊かな自然のなか
で育ったこんにゃく芋をその
まますりおろして使用した歯
ごたえと香りの良いこんにゃ
くです。
　こんにゃくは田楽、刺身な
どにして販売されています。

じゃがいも焼酎


